
＜実施内容＞

＜記録写真＞

＜参加者からのコメント＞
リムシャさん（パキスタン）/Rimsha Shakeel オンマーさん（ミャンマー）/Ohnmar Nyunt

英語名称（英語版作成用）

<日本語広場>　左がリムシャさん <書道教室> <空手教室>　右がオンマーさん

団体名

事業名

Action for a Better International Community (ABIC)

Projects to improve the life support system for international students and
promote exchange

HIHでの日本語の勉強は2023年10月から始め初
級レベルから中級レベルまで進み、JLPT N2に
も合格しました。近いうちに上級レベルに挑戦
したいと思っています。ABIC の日本語の先生
は皆優しく、熱心に教えてくれます。各先生が
独自の教え方を持っているので、沢山学ぶこと
ができます。教科書で勉強するだけでなく、
ゲームをしたり、1日の出来事を話し合ったり
することで、日本語を効果的に習得できると感
じています。

Back then,I never tried Karate. But decided
to try with advice of staff. He provided me
with wear & protective gear for safety. The
teacher explains Karate is not for
attacking others but protecting oneself. He
teaches us step by step making us easy to
follow. Karate is not only beneficial for
physical health but also for mental well-
being. It improves focus, discipline and
confidence. Thus I wish to continue Karate.

1. 日本語広場
初級Ⅰ、初級Ⅱ、中級、上級の4クラスをそれぞれ週3回、午後6時より実施。交流館外の留学生
や外国人も一部参加している。このところミャンマー、インド、バングラデシュなど南アジアか
らの学生が増えている。中級、上級クラスでは、日本での就職を目指し、日本語能力試験
（JLPT)に取り組む学生が増えている。
2．日本文化教室
華道、書道、空手教室を月１回、原則土曜日の午前10時より研修室、多目的ホールにて実施。華
道は、初等科を卒業しさらに上のコースを目指す受講者が多い。書道は、アフリカやアジアの非
漢字圏からの学生が受講している。空手は、女性の受講者が加わり明るい雰囲気となっている。
3．バザー
5月12日（日）と11月9日（土）に開催された留学生支援バザーへの物品提供に協力し、在館生に
好評だった。
4．国際塾
12月15日（日）に当センターの2人の講師がそれぞれ「日本経済の復興」「家電業界の発展」と
題した講演を行い、多くの在館生が受講した。初めての試みであったが、継続を望む声が多く出
た。
5. 国際交流フェスティバル
11月16日（土）に日本文化体験プログラムとして華道と空手教室を開催した。地域住民も多く参
加し、国際交流の推進につながった。

申請団体
スタッフ

その他 合計

1,256 16 165 33 586 0 2056名

外国人
留学生

地域住民
（外国人除く。地域
のスタッフ含む）参加者数

日本人
学生

地域住民
（留学生以外の

外国人）

場 所
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